
山形県を中心とした東北地域における種子消毒の概要
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＜高能率水稲等種子消毒装置の評価試験＞

平成26年度水田除草機及び水稲種子消毒装置に関する現地検討会 講演資料 3.
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講演内容

1． 水稲の種子伝染性病害について

2． 東北地域の水稲種子消毒の現状

3． 高能率水稲等種子消毒装置の評価試験

・殺菌効果

・種子発芽に与える影響（室内試験）

・苗生育に与える影響（実用規模試験）
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水稲の種子伝染性病害

・いもち病
・ばか苗病
・もみ枯細菌病
・苗立枯細菌病
・ごま葉枯病
・褐条病
・イネシンガレセンチュウ

東北地域で比較的、
防除面積割合の大きい病害

防除：種子消毒処理（化学農薬等）
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各県のばか苗病の防除状況 （2014 年）

宮城 ・山形で特に温湯浸法の割合が高い

県 温湯浸法 化学農薬 生物農薬 その他
青森 3.8 95.0 1.3 0.0
岩手 8.1 72.6 19.3 0.1

宮城
1 76.0 16.0 8.0 0.0

秋田
1 13.2 83.0 1.5 2.0

山形 26.0 69.0 3.0 2.0

福島 N.D. 68.0
2 N.D. 26.3

2, 3

1
2013年データ

2
種子の流通量から換算した防除面積割合

3
無防除、温湯浸法、生物農薬
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